
研究成果情報 園芸 ３

新技術・情報名 なす「Ｔ‐１０３」の雨よけ栽培に適す
る被毅資材

１．成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

野菜 栽培

分類 ①

品質が良い、なす「Ｔ-103」の安定的な周年供給を行うために、夏秋

期における雨よけ栽培の被覆資材としては、紫外線反射フイルムが収

・童が多く、品質も優れる。

（１）雨よけ栽培における被覆資材は、紫外線反射フイルムが最も収量が

多く、収穫期間をとおして上物率も安定して高く、また、果実着色へ

の影響もみられず優れる。

（２）紫外線反射フイルム被覆による気温や照度の変化は、気温は大きな

差異はみられないが、照度はビニルフイルムに比べてやや低くなる。

（３）夏秋なすは、雨よけ栽培を行うことにより、６月から１０月まで安定的

に出荷することができ、１０月から７月まで出荷する促成栽培と合わせ周

年生産ができる。

2)技術・情報の適応効果

促成栽培と雨よけ栽培の産地を合わせることにより高品質なすの周

年生産が可能となる。

3）適用範囲

県下全域

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）雨水の侵入を防ぐために、排水対策を行う。

（２）雨よけ施設は、風に弱いので防風対策を行う。

－８６－



２．具体的データ

墨ユ彼彊炎材と照度（平成2年）

注）ピアレスフイルムはアルミ蒸着フィルム

裏２被覆費材と時期別10ａ当たりの総収孟と上物収堂(蛇）（平成2年）
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３．その他特記事項

担当部科室名：園芸研究所野菜花き部野菜栽培研究室

研究担当者名：小野剛士、山本幸彦、豆塚茂実

研究課題名：ナスの作型と整枝技術の砿立

期間：平成２年～平成３年

予算区分：経常

既発表論文・炎料名等：平成３年度野菜試験研究成績概要集

取りまとめ責任者名：小野剛士
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